
今年度の予算は、新型コロナウイルス感染症の動向に十分な配慮の下、総合計画を着実に
推進し、深谷市がさらに飛躍するための予算として、編成しました。

令和3年度
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困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

深
谷
市
長
　
小
島
　
進

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
の
戦
い
で
幕
を
開
け
、
そ
の
猛
威

は
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
今
も
な

お
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
は
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

が
大
き
な
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た

が
、
私
は
こ
う
し
た
情
勢
だ
か
ら
こ

そ
、
栄
一
翁
の
ふ
る
さ
と
深
谷
な
ら

で
は
の
発
想
で
取
り
組
む
べ
き
も
の

も
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
考
え
の
も
と
、『
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
』
を
活
用
し
、
多
く

の
企
業
か
ら
賛
同
を
得
て
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
財
源
と
し
て
栄
一
翁
の
功

績
を
広
く
発
信
し
、
そ
の
精
神
を
受

け
継
ぐ
活
動
を
続
け
て
き
た
と
こ

ろ
、
そ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
、
地
方
創
生
担
当
大
臣
か
ら
表
彰

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
企
業

当初予算額 一般会計　　515億　934万6千円
特別会計　　334億1,571万6千円
　総額　　　849億2,506万2千円

県支出金
41億3,139万円（8%）
県支出金
41億3,139万円（8%）

地方消費税交付金
26億7,550万円（5.2%）
地方消費税交付金
26億7,550万円（5.2%）

繰入金
40億4,741万円（7.9%）
繰入金
40億4,741万円（7.9%）

分担金及び負担金
10億1,556万円（2%）
分担金及び負担金
10億1,556万円（2%）

地方譲与税
6億223万円（1.2%）
地方譲与税
6億223万円（1.2%）

諸収入
8億6,081万円（1.7%）
諸収入
8億6,081万円（1.7%）

繰越金
8億円（1.6%）
繰越金
8億円（1.6%）

国庫支出金
86億299万円
（16.7%）

地方交付税
61億1,500万円
（11.9%）

地方交付税
61億1,500万円
（11.9%）

市債
45億7,030万円
（8.9%）

市債
45億7,030万円
（8.9%）

その他
16億6,029万円（3.2%）

市税
164億2,787万円
（31.9%）

衛生費
35億6,408万円
（6.9%）

消防費
22億786万円
（4.3%）

総務費
50億1,283万円
（9.7%）

公債費
29億5,693万円
（5.7%）

農林水産業費
9億4,196万円（1.8%）

土木費
68億2,539万円
（13.3%）

その他
17億440万円（3.3%）

民生費
231億9,733万円
（45%）

教育費
50億9,858万円
（9.9%）

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

最も大きな割合となっている『市税』には、新型
コロナウイルス感染症の影響による個人、およ
び法人市民税の減少を見込んでいます。

高齢者や子どもなどさまざまな福祉分野に使わ
れる『民生費』が歳出の中で最も大きな割合を占
めています。

歳入 歳出

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
は

大
き
な
財
産
で
あ
り
、
今
後
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
就
任
以
来
『
愛
す
る

深
谷
を
元
気
に
し
た
い
』
と
い
う
思

い
で
日
々
働
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
思
い
は
薄
れ
る
こ
と
な
く
、
日

に
日
に
強
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
東
日
本
大
震
災
や
大
雪

被
害
な
ど
、
多
く
の
困
難
に
直
面
す

る
中
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
多
く
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
新
た

な
困
難
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
郷

土
の
偉
人
渋
沢
栄
一
翁
も
、
そ
の
人

生
の
中
で
、多
く
の
困
難
に
直
面
し
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
で
、

多
く
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
人
物
で

あ
り
ま
す
。『
逆
境
の
時
こ
そ
力
を

尽
く
す
』
栄
一
翁
の
最
後
ま
で
や
り

遂
げ
る
強
い
気
持
ち
と
し
な
や
か
な

生
き
方
は
、
現
代
に
お
い
て
も
通
ず

る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
生
き
方
が
現

在
を
生
き
る
人
々
に
も
共
感
を
得
て

お
り
ま
す
。
本
市
に
は
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
あ
る
と
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
困
難
に
打
ち

勝
つ
べ
く
、
市
政
運
営
に
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

渋沢栄一政策推進事業 1億2,686万3千円
　渋沢栄一翁の顕彰をさらに推進するため、新たに、『渋沢栄一ひとづくりカレッジ』プロジェクトを開始
します。また、渋沢栄一翁没後90年記念イベントとして、命日である11月11日を中心に、『（仮称）渋沢栄一
ひとづくりフォーラム』、『大河ドラマ 青天を衝け シンポジウム』など、さまざまなイベントを開催します。

花園インターチェンジ拠点整備プロジェクト 23億8,311万6千円
　農業と観光の振興を目的に、令和4年のオープンに向けて着実に事業を実施
します。今年度は、『（仮称）深谷テラスパーク』を整備します。
　『（仮称）深谷テラスパーク』内の広場は、イベントなど、多目的に使用できま
す。また、大型のデジタルサイネージを設置し、周辺地域の観光資源や地域の
魅力を発信します。 ▲工事の進

しん

捗
ちょく

状況

　新たに開園した深谷東幼稚園をはじめ、市立幼稚園全体の運営体制の強化を図り、３歳児の受け入れ、平
日一時預かり時間の延長、長期休業中の一時預かり事業を実施し、保育サービスの充実を図ります。

幼稚園教育活動推進事業 6,428万7千円

　市の強みである農業を基軸とした新たな産業を興すべく、市の産業ブラン
ディングとして『儲かる農業都市ふかや』を実現するため、観光回遊策『ベジタ
ブルテーマパークフカヤ』、アグリテック企業集積『D

デ ィ ー プ

EEP V
バ レ ー

ALLEY』、地域通
貨『ネギー』導入に向けた取り組みを一体的に推進します。 ▲アグリテック企業の水耕栽培施設

産業価値向上事業 5億3,378万5千円

令和3年度  主 な 重 点 施 策

　新型コロナウイルス感染症への対応として、住民票などのコンビニ交付やオンライン健康相談など各種
対策を行います。

新型コロナウイルス感染症対策 1億6,797万6千円

令和3年度

まちづくりの方針と予算
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『
手
話
』
の
歴
史

　『
手
話
』
は
、
手
指
や
体
の
動
き
、

表
情
な
ど
に
よ
り
、
視
覚
的
に
表
現
す

る
言
語
で
あ
り
、『
ろ
う
者
』
の
間
で

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ろ
う
者
と
は
、
一
般
的
に
生
ま
れ
つ

き
聴
覚
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
そ
の

た
め
日
本
語
（
音
声
言
語
）
の
獲
得
が

困
難
な
人
の
こ
と
で
、
幼
い
頃
か
ら
、

周
囲
の
人
と
手
話
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
日
本
で
は
、
ろ
う
教
育
に

お
い
て
、
相
手
の
口
の
動
き
な
ど
を
見

　

今
年
４
月
『
深
谷
市
手
話
言
語
条
例
』
と
『
深
谷
市
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
条
例
』が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
こ
こ
ろ
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、等
し
く
情
報
を
取
得
し
、

他
者
と
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。
深
谷
市
で
は
２
つ
の
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
行
政
を
は
じ
め
、
市
民

や
事
業
者
に
『
手
話
言
語
』
や
『
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
へ
の
理
解

を
促
し
、
障
害
の
あ
る
か
た
が
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
選
択
で
き
る
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
く

上
で
、
誰
も
が
等
し
く
情
報
を
得
て
、

ほ
か
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、障
害
の
特
性
に
よ
っ
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
取
得
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
中
か
ら
自
ら
選

障
害
の
特
性
に
応
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保

▲3月議会閉会後に行われた関係団体による記念撮影の様子

『
手
話
言
語
』と『
障
害
者
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

障
害
の
あ
る
か
た
も
な
い
か
た
も
共
に
暮
ら
す
社
会
へ

て
話
す
内
容
を
理
解
し
、
自
ら
も
発
話

に
よ
り
意
思
伝
達
を
行
う
『
口こ

う

話わ

法ほ
う

』

が
中
心
で
、
口
話
法
の
習
得
が
遅
れ
る

と
い
う
理
由
な
ど
で
、
手
話
を
使
う
こ

と
が
制
限
さ
れ
て
い
る
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
過
去
の
歴
史
的
な
背
景

を
踏
ま
え
て
、
手
話
に
よ
り
情
報
取
得

や
意
思
疎
通
を
行
う
権
利
が
尊
重
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

『
手
話
』
は
大
切
な
言
語

　
手
話
は
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
か
た

に
と
っ
て
、
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

択
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　『
深
谷
市
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
確
保
の
促

進
に
関
す
る
条
例
』
は
、
ど
の
よ
う
な

障
害
が
あ
っ
て
も
、
同
じ
よ
う
に
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実

現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と

を
広
く
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ポ

ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

周
知
や
、
ま
ご
こ
ろ
出
張
講
座
の
開
催

な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
現
在
実
施
し
て
い
る
手
話
通

訳
派
遣
事
業
や
要
約
筆
記
者
派
遣
事
業

を
充
実
し
て
い
く
ほ
か
、
行
政
情
報
の

提
供
方
法
の
多
様
化
の
検
討
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
者
の
養
成
や
活
動

支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　このたび、2つの条例が制定・施行されたことについて、当事者としてたいへんありがたく感じています。
この条例は、私たち関係団体と市議会議員、専門家のかた、市の協力で作り上げたものです。ぜひ、条例
本文とあわせて逐条解説も読んでいただきたいと思っています。
　『手話は言語である』ということは、国連でも認められています。そして、言語とはその国や地域、民
族の文化そのものです。ですから、手話を知っていただくことが聴覚障害者の文化や歴史、生活環境を知
ることにつながり、聴覚障害者への理解が深まることで、共に暮らしやすくなると思います。
　また、障害の特性に応じたコミュニケーション手段が確保されるようになると、聴覚障害者だけでなく、
ほかの障害があるかたとの意思疎通も図りやすくなり、福祉環境の向上にもつながっていきます。

　今回の条例施行はゴールではありません。『聞こ
えないこと』や『見えないこと』など当事者はそ
れぞれの特性を理解してもらえるよう努力し、そ
して、誰もがその特性を知り、理解するように努
力することで、特定の場所だけでなく『まち』の
いたるところでコミュニケーションが交わせるよ
うな環境になっていく、そして、障害のある人も
ない人も幸せに暮らしていける社会を私たち市民
みんなでつくっていくのが条例制定の意義ではな
いでしょうか。

『深谷市手話言語条例』と『深谷市障害の特性に応じたコミュニケーショ『深谷市手話言語条例』と『深谷市障害の特性に応じたコミュニケーショ
ン手段の確保の促進に関する条例』が施行されることの意義ン手段の確保の促進に関する条例』が施行されることの意義

シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
こ
と
は
、
広
く
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
手
話
は

意
思
を
伝
え
る
た
め
の
単
な
る
手
段
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
人
と
手
話
に

よ
り
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
で
、
人
間

性
を
豊
か
に
し
、
手
話
に
よ
り
複
雑
な

思
考
能
力
を
育
み
ま
す
。

　
手
話
は
、
文
化
的
な
生
活
を
送
る
た

め
の
基
盤
で
あ
り
、
日
本
語
に
代
わ
る

言
語
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
で
す
。

　『
手
話
は
言
語
で
あ
る
』、
手
話
言
語

条
例
は
、
こ
の
認
識
を
市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
目
的
で
す
。

深谷手話サークルねぎの会
会長　柴

しば

崎
さき

保
やす

雄
お

氏
深谷市聴覚障害福祉協会
会長　須

す

藤
とう

淳
あつし

氏

『手話言語』と『障害者のコミュニケーション』

障害のあるかたもないかたも共に暮らす社会へ

▲QRコードを
読み取ると条例
の全文と逐

ちく

条
じょう

解説が確認でき
ます。
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